
いい湯だな♪　 令和５年 6
月定例会・4月臨時会　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　こんにちは！ 皆
野町議会です♪

令和5年6月定例会　2023年8月１日発行

フラダンスサークルの
楽しい仲間たち♪

埼玉県皆野町議会

         交付金を活用し食肉加工処理施設を整備

　　　　4月臨時会

アジサイ園 カタクリの里（金沢地区浦山 ）

 「みなのの元気！」vol.4

裏表紙の記事をご覧ください

秩父音頭祭りが
久しぶりの

来るよ♪
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第
46
号
（
令
和
５
年
６
月
定
例
会
）

4
月
臨
時
会

進
出
企
業
定
着
・

地
域
活
性
化
支
援
補
助
金

　
　
　
　

 

３
０
０
０
万
円    

 

質
疑 

 

ジ
ビ
エ
関
係
の
事
業
の
よ
う

で
、
秩
父
地
域
で
も
一
時
期
ジ
ビ
エ
肉

の
活
用
等
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、

そ
の
後
、
原
発
事
故
放
射
能
関
係
等

で
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
た
経
過
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
ジ
ビ
エ
肉
の
加
工
施
設

建
設
、
放
射
能
の
検
査
等
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。
事
業
を
展
開

し
て
い
く
中
で
狩
猟
等
に
関
わ
る
狩

猟
者
の
高
齢
化
も
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
の
ジ
ビ
エ
肉
の
供
給
に
対
し

て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

 

答
弁 

 

シ
カ
の
食
肉
利
用
の
場
合
、

東
日
本
大
震
災
以
降
は
放
射
能
検
査

が
必
要
で
、
県
で
は
県
民
の
安
心
安
全

確
保
の
た
め
、
整
備
さ
れ
た
食
肉
処
理

施
設
で
の
検
査
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

捕
獲
後
個
体
は
原
則
廃
棄
の
実
情
が
あ

り
ま
す
。
廃
棄
は
、
捕
獲
後
個
体
を
火

葬
場
に
搬
入
す
る
方
法
が
あ
り
、
そ
れ

に
は
持
込
み
可
能
サ
イ
ズ
に
解
体
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
解
体
に
は
多
大
な

労
力
と
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
現

状
は
埋
め
て
処
分
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
あ
る
こ
と
、
埋
め
る
場
所
の
確
保

を
含
め
高
齢
化
が
進
む
有
害
鳥
獣
捕

獲
員
に
と
っ
て
は
捕
獲
後
の
処
理
が
大

き
な
問
題
で
す
。
こ
の
背
景
か
ら
有
害

鳥
獣
被
害
の
減
少
と
廃
棄
し
て
い
る
捕

獲
後
個
体
の
有
効
活
用
、
ま
た
、
捕
獲

後
の
個
体
処
理
を
解
決
す
る
た
め
、
食

肉
加
工
処
理
施
設
を
整
備
し
て
新
た
な

特
産
品
を
開
発
す
る
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
食
肉
加
工
処
理
施
設
は
解

体
所
の
機
能
を
設
け
る
こ
と
で
、
新
規

の
有
害
鳥
獣
捕
獲
員
の
加
入
・
養
成

や
捕
獲
後
の
加
工
施
設
業
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
交
流
の
場
と
な
り
、
高
齢
化

す
る
有
害
鳥
獣
捕
獲
員
の
増
加
に
つ
な

げ
る
考
え
が
あ
り
ま
す
。

交付金を活用し
食肉加工処理施設を整備

地域資源の
好循環

スパイラル
・農作物被害の
 増加抑制

・耕作放棄地の
 増加抑制

・捕獲個体の
　処理負担軽減

・地域資源の有効活用

❸食肉加工処理

・捕獲個体を食肉加工する解体場

・安心・安全のための放射能検査

・コミュニティ交流の場

地域課題・
地域資源 （有害鳥獣）

・捕獲意欲増加 等

推進体制  
・有限会社八生建設

・合同会社Bonpu　

・有限会社新井武平商店

・株式会社エイチ・アール・エス

・皆野町　

・北秩父猟友会（皆野町有害鳥獣駆除実施班）

・サテライトオフィス推進協議会

地域「課題」を地域「資源」に！

有害鳥獣

課題

ジビエ肉の
特産品

開発

有害鳥獣
被害

防止

新規捕獲員
確保

活性化

❹ジビエ利用・
　ペットフード活用

❺町の特産品開発
　捕獲需要増加

❶食肉加工処理施設整備

４
月
25
日
に
、
令
和
５
年
第
１
回
皆
野
町
議
会
臨
時
会
を
開
催
、
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
を
含
む
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
町
長
提

出
議
案
４
件
（
議
案
１
件
、
承
認
３
件
）
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
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※議長は採決には参加しません。賛否同数の場合のみ「議長裁決」として参加します。

令和５年
第１回臨時会（4／25）

　　　　　　第２回定例会（6／14）

審議された議案と議員の賛否（○：賛成 ×：反対）

結

果

黒
澤
広
治

横
田
揚
雄

大
塚
鉄
也

林　

太
平

宮
前　

司

常
山
知
子

若
林
光
雄

新
井
達
男

四
方
田
実

内
海
勝
男

宮
原
睦
夫

大
澤
金
作

令和５年度皆野町一般会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

専決処分の承認（皆野町税条例の一部改正） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

専決処分の承認（皆野町国民健康保険税条例一部改正） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

専決処分の承認（令和４年度皆野町一般会計補正予算（第９号））承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

令和５年度皆野町一般会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

令和５年度皆野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

人権擁護委員候補者の推薦について（浅見秀子氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

人権擁護委員候補者の推薦について（霜田　実氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

人権擁護委員候補者の推薦について（荒舟　久氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

教育委員会委員の任命について（長谷河初男氏）同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

国に対し「防衛費2倍化反対、社会保障費の拡充
を求める意見書」の提出を求める請願

不採択 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ー

臨
時
会

定
例
会

人 事（同意）※すべて新任
浅見秀子氏（日野沢） 　霜田 実氏（下田野）

荒舟 久氏（皆野）

長谷河初男氏（三沢）　

人権擁護委員の推薦

教育委員会委員の任命

5555555555555555555555555

地
域
振
興
券
発
行
事
業

補
助
金　

   
   　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

４
８
９
７
万
６
０
０
０
円

 

質
疑 

 

地
域
振
興
発
行
券
の
説
明
と

発
行
枚
数
は
。

 

答
弁 

 

地
域
振
興
費
に
計
上
の
５
１

１
９
万
４
０
０
０
円
は
、
物
価
高
騰

の
影
響
が
あ
る
町
民
に
対
す
る
支

援
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
疲
弊

し
た
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
み
〜
な
ふ
れ
あ
い

商
品
券
、
振
興
券
を
配
布
す
る
事
業

と
し
て
計
上
し
、
事
業
委
託
先
の
商

工
会
に
対
す
る
補
助
金
で
す
。
商
工

会
で
取
扱
い
店
舗
を
取
り
ま
と
め
、

商
品
券
使
用
の
際
の
換
金
事
務
を

商
工
会
に
お
願
い
す
る
費
用
で
す
。

支
援
対
象
は
、
令
和
５
年
６
月
１

日
現
在
の
町
人
口
９
１
４
７
人
・
３

９
９
３
世
帯
に
対
し
、
予
算
上
若
干

余
分
を
見
込
ん
で
９
２
０
０
人
、
４

０
０
０
世
帯
の
経
費
を
見
込
み
ま
し

た
。
６
月
20
日
時
点
で
の
住
民
登
録

者
を
対
象
と
し
、
７
月
末
ま
で
に
世

帯
主
宛
の
簡
易
書
留
を
配
布
し
ま

す
。
商
品
券
の
使
用
期
限
は
10
月

31
日
で
す
。

5555555555555555555555555

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

価
格
高
騰
緊
急
支
援

給
付
金　

   
   　

　
　
　
　
　

３
１
５
０
万
円

 

質
疑 

 

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け

る
低
所
得
者
に
対
す
る
支
援
と
し
て

１
世
帯
に
３
万
円
支
援
と
の
こ
と
だ

が
、具
体
的
な
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

答
弁 

 

対
象
は
「
世
帯
全
員
が
令

和
５
年
度
住
民
税
均
等
割
非
課
税
の

世
帯
」「
令
和
５
年
１
月
以
降
の
収

入
が
予
期
せ
ず
減
少
し
、
世
帯
全
員

が
住
民
税
非
課
税
と
同
様
と
認
め
ら

れ
る
世
帯
」
で
す
。
人
数
は
、
前
年

度
の
実
績
に
基
づ
い
て
算
定
し
、
前

年
度
は
１
０
５
０
世
帯
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
改
修
が
で
き
次

第
、
早
急
に
対
応
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
、
７
月
〜
８
月
給
付
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

デジタルデジタル
田園都市国家田園都市国家

構想交付金活用構想交付金活用
地域活性化支援地域活性化支援
補助金等を可決補助金等を可決

・農作物被害の
 増加抑制

・耕作放棄地の
 増加抑制

・町のＰＲ
・地域活性化

❷有害鳥獣
  駆除

6
月
定
例
会
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

※

令
和
５
年
第
２
回
皆
野
町
議
会
定
例
会
は
６
月
１
４
日
に
開
催
さ
れ
、
一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
町
長
提
出
議
案
６
件
（
議
案
２
件
、
同
意
４
件
）

が
審
議
さ
れ
、
ま
た
一
般
質
問
に
は
５
名
が
登
壇
し
ま
し
た
。

※  デジタル田園都市国家構想…「デジタル実装を通じて地方が抱える課題を解決し、誰一人取り残

されず全ての人がデジタル化のメリットを享受できる心豊かな暮らしを実現する」という国の基本方

針のこと。デジタル技術の活用により、地域の個性を生かしながら、地方の社会課題解決、魅力向

上を実現し、地方活性化を加速することを目的としています。
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第
46
号
（
令
和
５
年
６
月
定
例
会
）

 請 願 「町民の声を町政に」

 視察 「総務教育厚生常任委員会
見て・聞いて・考える」

（請願１号）国に対し「防衛費２倍化反対、
社会保障費の拡充を求める意見書」の
提出を求める請願
  請 願 者  
秩父地区労働組合連合会議長 金子寛次氏

秩父社会保障推進協議会会長 千島正行氏

  紹介議員  　常山知子

  請願の内容  　コロナウイルスの感染拡大、物価の高騰と
円安の中、防衛費２倍化による軍事力の強化は戦争のリス
クを高める。国民の命と健康を守るために防衛費を２倍に
増額するのではなく、社会保障の拡充を求める。
　付託された総務教育厚生常任委員会は５月19日に委員会を
招集、協議。「戦わないための抑止力を備えなければという政府
の方針だと思われ、拡充は必要である」などの意見があり、「不
採択すべきもの」となりました。本会議では委員会の審査結果

を受け、反対討論１名、賛成討論１名が行われ、採決の結果、「賛

成９ 反対２」で委員会の採決のとおり  不採択  となりました。

（請願２号）皆野町勤労福祉
センター「ふれあいプール・
ホット」の運営継続を求め
る請願
  請 願 者  
齊籐正雄氏（皆野）ほか１５名

  紹介議員  　宮前　司・黒澤広治

  請願の内容  　健康長寿の町づくりに
力を入れる、としている町長の答弁を生
かし、町の大切な財産である「ふれあい
プール・ホット」の継続を求める。

この請願は議会運営委員会に諮
はか

り、

 議長預り  となりました。

学校給食費無償化後の献立
皆野町学校給食センター

　まず、学校給食セ

ンターで給食をいた

だきました。献立は麦

ごはん、カレー、野菜

の胡麻あえ、ヨーグ

ルトに牛乳でした。美味しいカレーでした。以前

と変わりなく栄養バランスの摂れた給食でした。

創立150周年の取組(皆野小)
誰もが気軽に利用出来る

図書館に(皆野中)
　最初に皆野小学校の学校図書館を見学。図

書支援員から児童の利用状況（貸し出し数が前

年比で２３％アップ）の説明を受けました。その

後、特別支援学級の現状、コロナ禍における学

校教育の状況、創立１５０周年の取組や先生方

の働き方改革について懇談を行いました。

　次に、皆野中学校を訪問。学校図書館におい

て司書から「皆中のだれもが気軽に利用できる

図書館にしていきたい」との抱負が述べられま

した。その後特別支援学級の現状、コロナ禍に

おける学校教育の状況、部活動の希望入部制な

どを議題に懇談を行いました。

４
年
ぶ
り
の
学
校
訪
問

図書室へようこそ！

5 19（金）
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令
和
5
年
８
月
１
日
発
行

食
肉
加
工
処
理
施
設
を
整
備

4
年
ぶ
り
の
学
校
訪
問

５
名
が
登
壇 

一
般
質
問

町の考えを問う！ 一般質問
一般質問とは、皆野町の課題等について、議員が自身の政策提案も含めて町に考えを
質
ただ

すものです。この議会だよりでは、質問者本人が要約したものを掲載しています。

全
文
は
議
会
Ｈ
Ｐ
で

閲
覧
で
き
ま
す

5名が登壇

林
はやし

 太
た へ い

平議員が問う

笑顔あふれる
皆野町とは

若
わかばやし

林 光
み つ お

雄議員が問う

ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル
終
了
説

明
会
、
そ
の
後
の
対
応
は

 

問  

町
長
は
、
日
頃
「
笑
顔
あ
ふ

れ
る
町
に
」
と
よ
く
言
葉
に
し
て

い
ま
す
。

　

３
月
13
日
の
文
化
会
館
で
は
、

冒
頭
に
「
会
議
の
様
子
を
録
音
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
町
民
の

方
々
が
参
加
し
て
の
説
明
会
が
始

ま
り
、
多
く
の
方
が
質
問
し
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
録
音
し
た
質
問
内
容

を
再
生
し
、
町
民
の
質
問
に
対
し

て
検
討
し
た
の
か
、
答
弁
は
間
違

い
な
い
の
か
。
ま
た
、
説
明
会
な

の
で
説
明
し
た
だ
け
で
よ
い
と
考

え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
日
に

ち
も
大
分
過
ぎ
て
い
る
の
で
、
何

ら
か
の
説
明
を
す
る
考
え
が
あ
る

と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

 

答  

町
長 
５
月
29
日
に
、
利
用

団
体
向
け
説
明
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
ま
た
、
定
例
会
後
の
６
月
19

日
に
一
般
利
用
者
向
け
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
２
回
に
分
け
て

の
開
催
は
、
利
用
の
形
が
異
な
る

利
用
団
体
、
一
般
利
用
者
へ
の
、
わ

か
り
や
す
い
説
明
、
丁
寧
な
受
け

答
え
を
意
図
し
た
も
の
で
す
。
私

は
水
泳
や
水
中
運
動
の
価
値
を
否

定
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
単
に
施
設
の

運
営
を
終
了
す
る
だ
け
で
な
く
、

他
施
設
の
利
用
補
助
と
い
う
新
た

な
形
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
提
案

し
て
い
る
も
の
で
す
。

 

問  

町
長
が
公
約
に
挙
げ
る
「
防

災
体
制
の
充
実
と
地
域
防
災
力
の

強
化
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

 

答  

町
長 

自
助
・
共
助
・
公
助

の
充
実
が
重
要
で
あ
り
、
住
民
参

加
の
自
主
防
災
組
織
の
訓
練
・
支

援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
災
害
時
に

お
け
る
医
療
機
関
と
の
協
定
締

結
、
人
材
の
育
成
等
、
啓
発
活
動

を
実
施
し
ま
す
。

 
問  

消
防
団
の
現
状
は
ど
う
で
す

か
。
ま
た
地
域
防
災
を
補
強
す
る

組
織
と
し
て
、
役
場
内
特
別
分
団

が
設
置
さ
れ
て
い
る
市
・
町
が
あ

る
か
伺
い
ま
す
。

 

答  

総
務
課
長 

皆
野
町
消
防
団

団
員
定
数
は
２
５
１
人
、
現
在
の

消
防
団
員
数
１
６
１
人
、
町
内
に

勤
務
し
て
い
る
団
員
85
人
、
町
役

場
職
員
団
員
数
36
人
、
消
防
団
Ｏ

Ｂ
隊
隊
員
数
71
人
で
す
。
特
別
分

団
と
し
て
、
秩
父
市
は
大
滝
、
荒

川
、
吉
田
支
所
が
設
置
さ
れ
、
団

員
数
49
人
、
ま
た
、
積
載
車
輌
も

各
所
に
配
備
。
小
鹿
野
町
で
は
男

性
14
人
、
女
性
10
人
と
計
24
人

が
活
動
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
、
役
場
職
員
に
よ

る
特
別
分
団
の
新
設
を

 

問  

団
員
不
足
の
中
、
昼
間
の
火

災
に
お
け
る
初
動
体
制
の
構
築
・

被
害
の
最
小
限
化
の
た
め
、
町
職

員
団
員
に
よ
る
特
別
分
団
の
新
設

で
防
災
力
の
底
上
げ
を
期
待
し
ま

す
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

 

答  

町
長 

特
別
分
団
の
新
設
・

車
輌
の
購
入
は
既
存
分
団
と
の
関

係
も
あ
り
、
慎
重
な
議
論
が
必
要

と
思
わ
れ
ま
す
。
提
案
を
重
く
受

け
止
め
、
団
幹
部
役
員
を
含
め
た

検
討
を
実
施
し
ま
す
。

温水プールでの活動。水中運動 訓練中の消防団員

安心安全な
まちづくり
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第
46
号
（
令
和
５
年
６
月
定
例
会
）

効率的な議会運営のため、一般質問は議員があらかじめ質問項目と内容を通告した上で行われます。
質問の順番は届け出順となっており、1人あたりの持ち時間は皆野町議会の場合、「質問答弁あわせて60分」です。

内
う ち か い

海 勝
か つ お

男議員が問う

水道局と
話し合いたい

宮
み や は ら

原 睦
む つ お

夫議員が問う

町長の町政の
取組について

 

問  

三
沢
地
区
の
約
１
５
０
世
帯

に
は
公
営
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
地
域
で
は
、

小
規
模
水
道
組
合
等
を
組
織
し

上
水
道
の
維
持
・
管
理
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
過
疎
化
や
高
齢
化
が

進
み
水
道
施
設
の
維
持
・
管
理
の

困
難
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

２
０
０
８
年
12
月
議
会
で
区
長
会

三
沢
支
部
か
ら
の
請
願
「
上
水
道

の
整
備
に
つ
い
て
」
が
採
択
さ
れ

て
い
ま
す
。
前
後
し
て
給
水
区
域

拡
張
や
事
業
計
画
が
立
て
ら
れ
た

経
緯
も
あ
り
ま
す
が
、
事
業
実
施

に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
２
０
１
６

年
４
月
か
ら
秩
父
地
域
１
市
４
町

の
上
水
道
が
統
合
さ
れ
、
そ
の
基

本
計
画
に
「
新
三
沢
配
水
池
」
計

画
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
計
画
は
橋
立
浄
水
場
か
ら
国
道

１
４
０
号
を
経
由
し
高
篠
地
区
を

経
由
し
て
三
沢
地
区
の
「
新
配
水

池
」
ま
で
押
し
上
げ
、
そ
こ
か
ら

「
自
然
流
下
」
に
よ
っ
て
三
沢
地
区

に
配
水
す
る
事
業
で
「
令
和
７
年

度
末
を
目
標
に
三
沢
方
面
へ
の
配

水
拡
大
を
図
る
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
事
業
推
進
に
あ
わ

せ
、
三
沢
地
区
の
各
小
規
模
水
道

組
合
や
共
同
水
道
な
ど
か
ら
「
公

営
水
道
整
備
に
つ
い
て
」
の
陳

情
が
出
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
状
況
も
踏
ま
え
、
三
沢
地
区

の
公
営
水
道
整
備
に
対
す
る
町
長

の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

 

答  

町
長　

新
三
沢
配
水
池
の

整
備
で
自
然
流
下
で
給
水
で
き
る

区
域
が
拡
大
す
る
こ
と
で
事
業
費

の
圧
縮
も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
「
秩
父
広
域
市
町
村
圏
組

合
水
道
局
と
の
話
し
合
い
の
場
を

持
ち
た
い
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

問  

「
国
神
小
水
道
工
事
ほ
か
６

件
の
令
和
５
年
度
予
算
を
大
幅

に
見
直
す
べ
し
」
と
指
摘
し
た
こ

と
に
つ
い
て
。
年
間
こ
れ
だ
け
で

も
約
５
０
０
０
万
円
節
約
で
き
ま

す
。
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

 

答  

町
長　

予
算
計
上
の
中
で
配

慮
不
十
分
な
点
も
あ
り
、
指
摘
を

踏
ま
え
慎
重
に
対
応
し
ま
す
。

 

問  

昨
年
６
月
議
会
の
一
般
質
問

で
「
奥
様
、
子
供
と
も
ぜ
ひ
一
緒

に
皆
野
に
移
住
し
て
は
」
と
質
問

し
、
そ
の
方
向
で
検
討
す
る
と
の

こ
と
で
し
た
が
、
今
後
は
。

 

答  

町
長 

検
討
の
結
果
、
事
情

も
あ
り
、
家
族
は
今
ま
で
ど
お
り

都
内
に
居
住
す
る
形
で
す
。

 

問  

建
設
工
事
や
各
部
署
の
事
業

等
、
政
治
・
事
業
に
は
根
回
し
が

必
要
。
こ
の
分
野
に
造
詣
が
深
い

昨
年
度
退
職
し
た
参
与
二
人
を
側

近
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、
特
設

室
を
つ
く
っ
た
ら
ど
う
か
。

 

答  

町
長 

研
究
課
題
と
し
ま
す
。

 

副
町
長
の
町
政
取
組 

 

問  

副
町
長
は
黒
子
に
徹
し
て
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
が
、
ど
う
か
。

 

答  

副
町
長　

町
長
の
補
佐
役
と

し
て
様
々
な
調
整
を
行
い
、
さ
ら

に
そ
の
務
め
が
果
た
せ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

 

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設 

 

問  

立
地
に
つ
い
て
温
水
プ
ー
ル

跡
地
、
長
生
荘
の
改
修
及
び
大
倉

電
気
跡
地(

雇
用
促
進
住
宅
隣)

は
ど
う
か
と
伝
え
て
き
ま
し
た

が
、
ど
こ
に
す
る
の
で
す
か
。

 

答  

教
育
長 

町
有
地
を
含
め
再

考
し
た
結
果
「
旧
雇
用
促
進
住
宅

脇
の
駐
車
場
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

平成20年（2008年）当時の請願書 昭和54年建設の給食センター
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令
和
5
年
８
月
１
日
発
行

食
肉
加
工
処
理
施
設
を
整
備

4
年
ぶ
り
の
学
校
訪
問

５
名
が
登
壇 

一
般
質
問

みんなのみなのまちぎかい　
      
みなのまちぎかいのとりくみ

●みなのの元気シリーズ
　皆さんのお話をお聞かせください♪      
　議員が取材にお伺いします。

●風景写真
　写真は応募者本人が撮影したもので
　未発表のものに限ります。
　※編集上トリミングを行う

　　場合があります。

皆野町議会事務局
TEL 0494-62-1467
gikai@town.minano.saitama.jp

お電話やメールでの応募をお待ちしています！

「みなのの元気シリーズ」
「風景写真」

家族や仲間で表紙を飾ってみませんか？

募集しています！！

常
つ ね や ま

山 知
と も こ

子議員が問う

町営住宅の
活用を

 

問  

町
営
住
宅
の
空
き
部
屋
状
況

は
。

 

答  

建
設
課
長 

６
団
地
１
０
８

戸
の
う
ち
38
戸
が
空
き
部
屋
で
す
。

 

問  

４
年
前
は
25
戸
で
し
た
。
増

え
た
原
因
は
何
で
す
か
。

 

答  

建
設
課
長　

公
営
住
宅
法

に
基
づ
き
、
入
居
条
件
が
厳
し
い

こ
と
、
民
間
の
ア
パ
ー
ト
を
利
用

す
る
人
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

 

問  

子
育
て
世
帯
限
定
の
入
居
者

募
集
の
計
画
を
お
聞
き
し
ま
す
。

 
答  
建
設
課
長　

現
在
募
集
し
て

い
る
団
地
の
入
居
が
決
ま
っ
た
ら
、

新
た
に
募
集
を
行
う
予
定
で
す
。

 

問  

老
朽
化
し
て
い
る
町
営
住
宅

を
将
来
的
に
ど
う
す
る
の
か
。
ま

た
公
営
住
宅
法
の
縛
り
が
な
い
町

独
自
の
町
営
住
宅
建
設
の
考
え
は
。

 

答  

町
長　

現
時
点
で
は
有
効
活

用
し
て
い
き
ま
す
が
、
将
来
的
に

は
廃
止
も
検
討
し
な
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
入
居
者

に
ご
心
配
、
ご
負
担
を
か
け
な
い

よ
う
計
画
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

町
独
自
の
町
営
住
宅
建
設
に
つ
い

て
は
、
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

鳥
獣
害
対
策
、
補
助
金
は

 

問  

町
は
防
護
柵
設
置
に
経
費
の

８
割
（
限
度
額
５
万
円
）
を
補
助

し
て
い
ま
す
が
、
１
区
画
の
畑
に

２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
柵

を
２
か
所
設
置
し
た
場
合
、
補
助

金
は
ど
の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

 

答  

産
業
観
光
課
長　

同
じ
年

度
内
に
２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
の
柵
を
２
か
所
設
置
し
た
場
合

で
も
、
申
請
者
が
年
度
内
に
受
け

ら
れ
る
補
助
は
５
万
円
が
上
限
と

な
り
ま
す
。

改修された町営住宅

皆野・長瀞下水道組合議会
令和５年第1回皆野・長瀞下水道組合議会

定例会 会期1日

管理者提出議案９件全て可決され

ました。

令和５年第　回皆野・長瀞下水道
組合議会臨時会会期1日

副議長の選出及び、長瀞町議会選出議員の委
員会決定など。副議長に板谷定美議員決定。

	 	 	 	  （林　太平）

3 15（水）

5 25（木）

秩父広域市町村圏組合議会報告
全員協議会秩父クリーンセンター
大会議室

議事は諸報告が６件、議会運営事項が４件でした。

臨時会開催
構成議員の変更による議席の指定、

正副議長の選挙、常任委員会委員の選任及び

正副委員長の互選後に諸報告、また管理者提

出議案は６件で主なものは秩父広域市町村圏

組合火災予防条例の一部を改正する条例、一

般会計補正予算、財産の取得、

監査委員の選任等が審議さ

れ、議案はすべて原案のとお

り可決・承認・同意されました。  

               （四方田実）

5 22（月）

5 29（月）

※詳細は広域HPを
ご覧下さい。
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今号の表紙今号の表紙

本会議の会議録を
議会ＨＰで公開中

※公開には一定の

　期間を要します。

　ご了承ください。

次の定例会は次の定例会は

9月中旬頃9月中旬頃
の予定ですの予定です

議員雑記議員雑記金魚の家族愛金魚の家族愛　　
１５年間飼っていた老いた金魚と、５年前に頂い１５年間飼っていた老いた金魚と、５年前に頂い
た金魚７匹を一緒に飼っていた。今年３月、水た金魚７匹を一緒に飼っていた。今年３月、水
槽内で病気が流行り、次 と々亡くなり寂しい思い槽内で病気が流行り、次 と々亡くなり寂しい思い
でいると、老いた金魚は最後まで残りの家族をでいると、老いた金魚は最後まで残りの家族を
見届けて亡くなった。私たちも老いてゆきますが、見届けて亡くなった。私たちも老いてゆきますが、
子どもや孫を思う気持ちは同じだと思います。（林）子どもや孫を思う気持ちは同じだと思います。（林）

議会だよりに対するご意見をお寄せください

みなのの元気！
vol .4

夜の部

「レアレアフラ 皆野」 の皆さん ( 7名)

いつもはこんな練習着でレッスンしています

昼の部
「ホアロハ 皆野」 の皆さん ( 14名)

全員そろっての練習風景

今日もみんなと楽しく踊ることができました★

指導者
伊藤輝代さん

慶寿の祝い
9/27(水)

場所

皆野町文化会館

フラダンスに興味のある人、やってみたいと思う人

ぜひ練習を見に来てください！ お待ちしています。

昼の部…第１・第３・第５の水曜日午前１０時から　

夜の部…第１・第３の金曜日午後７時から

場所はいずれも皆野柔剣道場です。

練習日練習日
ハワイ語の意味

ホアロハ…親愛なる人、大切な仲間

レアレア…面白く遊ぶ、快適な時を過ごす

「みんな元気♪」フラダンス
フラダンスサークルのみなさんを訪ねました！フラダンスサークルのみなさんを訪ねました！

　議員が取材に訪れたのは6月16日（金）の夜の部の練習日(取材のために昼の部の人達も集まっ

てくれました)。練習着からフラダンスの衣装に着替え、スタートです。最年長は86歳の方もいます。

「体を動かすことで元気な日常が送れます！」　今年は慶
けいじゅ

寿の祝いに出演します。踊る演目はなんと！ 

「好きになった人」。知っている方も多い曲…皆さん踊りだしてしまうかもしれません♪


